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は じ め に
本稿は, 戦後日本の屈指の思想家と称され, 文芸批評や政治評論の大家で
あり, そして何よりも詩人でもある吉本隆明の厖大な著作について, 社会学
ないし社会理論への貢献を明らかにしようとする連作の序説にあたる。吉本
自身の著作だけでなく, 吉本論もまた大量な蓄積を見せており, それぞれ検
討に値するものであると思われるが, その作業を順次遂行する基点に, 30年
来吉本の著作と親しんできた筆者が現時点で総括的に把握しえた認識内容を,
いわば前提仮説として置きたいのである。それは今後の連作の導きの糸とも
なれば, 個々の著作の孕む別様の可能性によって修正される対象ともなろう。
いずれにしても, 社会学の立場から吉本の著作内容を社会理論として体系的
に整理することは, いまだ見られない試みであり, さしあたってこの序説に
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お わ り に
おいて体系の概要を提示しておくことには, 吉本の業績を現時点で確認しよ
うとする最近いくつも出始めている後述のような試みの一翼を担うという意
義を見いだせよう。
まず第１節では, 吉本の人と著作に親しみのない読者のために, 本稿の議
論に必要な限りで, 吉本のライフ・ヒストリーを描こう。最もありふれた方
法だが, 年代別, すなわち吉本が青年期となる1940年代から10年刻みで, そ
れぞれの年代での特徴, 画期的な著作ないし出来事を描写する方法を採用し
たい。その枠組みで吉本のライフヒストリーないし主要著作史を構成的に提
示し, 併せて社会学における吉本著作の受容について概括しておきたい。
さて, 社会学には多くの分野があるが, あえて社会理論という場合には,
後述のように一般的, 全体的, 方法的な議論を意味している, というのが筆
者の到達している見地である1)。本稿はまさに, 主として一般的な社会理論
としての社会学原論と, 全体的な社会理論としての現代社会論に焦点を合わ
せ, それらに対する吉本の貢献を明らかにしようとするものである。個々の
著作については, 汲めども尽きぬ豊富な内容が含まれているが, それらの解
明は本稿に続く今後の連作の課題とし, 本稿ではあくまで社会学原論と現代
社会論の体系的枠組みと基本的論点, そして各々に対応した方法的視点に限
定し, 吉本隆明の社会理論の輪郭を描くことをめざしたい。第２節で吉本理
論の社会学原論への貢献を, ついで第３節において現代社会論への貢献を,
各々その基本的構成と論点についてまとめることにしよう。
第１節 戦後日本と吉本隆明
吉本隆明は1924年11月25日東京生まれで, 本稿執筆時（2003年秋）には79
歳の誕生日を迎える。吉本の人と業績については多くの文献が公表されてお
り周知のこととも思えるが, 本稿の議論に必要な限りで, その人生と著作群
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1) 拙著『ギデンズの社会理論』八千代出版, 1998年。
について, オーソドックスな年代区分を利用して青年期から概観することか
ら始めたい2)。
1940年代は第二次世界大戦ないし太平洋戦争の時代, それに続く日本の敗
戦と戦後の占領時代である。吉本は東京での少年時代を終え, 東京府立化学
工業学校を経て, 米沢の高等工業高校に進学し, 敗戦前に東京工業大学に入
り, 戦後電気化学科を卒業するとともに化学関係の企業に就職し, 組合運動
にもかかわり, 退職と再就職を経験し, その間大学に復帰したりもする。少
年時代には東京で通った私塾の先生の影響もあり文学に興味をもち, みずか
ら詩作も開始し, 同好の友人と同人誌を発行し, 文学少年, 文学青年として
自己形成する。卒業後職業人になってからも含めて, この時代に書いたもの
は, 吉本文献の収集と整理では比類なき川上春雄によって収集され, 後に60
年代になってから川上が主宰した試行出版部から『初期ノート』として刊行
されている3)。なお, 吉本自身はこの時代に自費出版で詩集を公刊したよう
に4), 表現者としては詩人として出発したのであった。戦争を生きのびた吉
本は, 戦後をいかに生きるべきかを探究する課題を担っていたのである。
50年代前半に吉本は組合運動, 失職, 結婚, 特許事務所への就職, 隔日勤
務と平行しての文筆活動を経験するとともに,『近代文学』,『聖家族』,『現
代批評』といった同人誌での作品発表, 文学者の戦争責任論の展開5), 最初
の単独著作『高村光太郎』の出版を行い6), そして50年代後半には, 1960年
の日米安保条約改定をめぐる闘争に向けて大きな思想的影響力を発揮する,
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2) 吉本論の多くは, 諸著作の内容的な類別性によってライフコースに段階ないし時
期を設定するのであり, それが本来的な目標だが, 本稿では体系的整理の前提と
して, まず年代別で記述する試みから開始したい。
3) 『初期ノート』は1964年に刊行され, 70年に増補版が出された。
4) 『固有時との対話』は1952年,『転位のための十編』は1953年でいずれも自費出版
であった｡
5) 『文学者の戦争責任』(武井昭夫との共著）淡路書房, 1956年。
6) 『高村光太郎』の初版は1957年に飯塚書店から出されたが, 決定版は66年に春秋
社から刊行された。
文学領域にとどまらない思想的著作を世に問うことになる7)。そして, 日本
共産党に反旗を翻したラディカルな左翼運動に深く関与し, 60年の安保闘争
ではデモの大波のなかで警察に逮捕されたこともある。こうして詩人, 文芸
評論家, 思想家として吉本隆明の名は広く知られるようになった。国家権力
に抵抗しつつ変革の道を探る詩人, 文芸評論家にして思想家という立場が,
鮮明に打つ出されるに至ったのである。
60年代は, 吉本にとって沈潜と飛躍の時代である。安保闘争敗北後, 吉本
はいわば幻想の砦にこもって思想的基盤の確立に専念する道を選んだ。やは
り詩人で運動家の谷川雁と, 歌人で文芸評論家の村上一郎とともに創刊した
同人雑誌『試行』を舞台に8), 本稿の第２節で取り上げるいわゆる主要三部
作のうち「言語にとって美とは何か」と「心的現象論」を展開し, さらに同
時期に『文藝』誌上に「共同幻想論」を執筆し, その他多数の文芸批評,思想
論を発表した｡「言語にとって美とは何か」と「共同幻想論」は単行本とし
ても刊行され9), また,『丸山真男論』と『カール・マルクス』という重要な
思想家論も刊行され10), ラディカルな思想家吉本隆明の名は一層高まり,勁草
書房から著作集の刊行も開始された11)。60年代後半の騒乱の時代, 左翼運動
活性化の時代, 青年反乱の時代, 大学紛争の時代に, 思想的関心のある青年
たちにとって吉本の著作は必読書となったのである。
70年代は戦後日本社会にとって, 高度経済成長の終焉とともに新たな高度
な産業社会の形成が開始された時代であったが, 吉本にとっても新たな対応
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7) 『芸術的抵抗と挫折』および『抒情の論理』未来社, 1959年｡『異端と正系』現代
思潮社, 1960年。
8) 谷川雁と村上一郎との同人制は『試行』10号, 1964年までで, 11号, 1964年から
は吉本の単独編集となった。この間の事情については山本哲士らの吉本隆明研究
会編『吉本隆明が語る戦後55年』第１巻, 三交社, 2000年に詳しい。
9) 『言語にとって美とは何か』(２巻本) 勁草書房, 1965年｡『共同幻想論』河出書
房新社, 1968年。
10) 『丸山真男論』一橋新聞社, 1963年｡『カール・マルクス』試行出版部, 1966年。
11) 『吉本隆明全著作集』全15巻は, 1968年から75年にかけて勁草書房から刊行され
た。その後も, 続巻や著作撰集が企画された。
を迫られた時代でもあった。吉本自身にも70年代論があり12), そこでも指摘
されているように, 戦後日本社会が, 高度な資本主義の段階に入った時期だ
ったのである。同時に, 70年の三島由紀夫自決事件, 72年の連合赤軍事件,
70年代中期にかけて激化したいわゆる内ゲバ事件, 日本赤軍の引き起こすハ
イジャック事件など, 国内国外での政治的事件が次々に起こった。国際政治
経済においても72年の日中国交正常化, ドル・ショック, 石油ショック, 70
年代半ばのアメリカのベトナム撤退, それに続くカンボジアのポルポト支配,
ベトナムのカンボジア侵略, ベトナムと中国の戦争などが生じ, 79年にはイ
ランでホメイニ革命, そしてソ連のアフガニスタン侵攻などが勃発し, 文字
通り世界は激動した。情況認識, 世界認識を吉本もまた絶えず問わねばなら
なかった時代なのであり,『試行』を舞台に「情況への発言」を行ったが13),
それと並行して,『心的現象論序説』を刊行し14),「心的現象論」の『試行』
連載を継続し, さらには『源実朝』や『初期歌謡論』などの古典文学評論や
『戦後詩史論』などの詩論を相次いで出版した15)。
80年代に吉本は,『マス・イメージ論』や『ハイ・イメージ論』に代表さ
れる著作を発表し16), 高度産業化した現代日本社会の状況を解明しようと努
め, 重層的非決定といった立場を表明し17), 複雑な現実を丁寧に把握する工
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12) ｢一九七○年代の光と影」(1990年３月の講演録）『大情況論』弓立社, 1992年所
収。
13) ｢情況への発言」はこの時期の雑誌『試行』の巻頭にほぼ毎号掲載された。たと
えば1969年の28号から74年の40号までの「情況の発言」は『詩的乾坤』国文社,
1974年に収録されている｡
14) 『心的現象論序説』北洋社, 1971年。1965年の『試行』15号から69年の28号まで
連載された「心的現象論」の総論にあたる部分であり, その後97年の最終の74号
まで連載された部分は, 吉本隆明研究会編『吉本隆明が語る戦後55年』８号以降
11号まで（20023年）に収録されており, 最終の12巻で完結予定。
15) 『源実朝』筑摩書房, 1971年｡『初期歌謡論』河出書房新社, 1977年｡『戦後詩史
論』大和書房, 1978年。
16) 『マス・イメージ論』福武書店, 1984年｡『ハイ・イメージ論』Ⅰ・Ⅱ, 福武書店,
1989・90年。
17) 『重層的な非決定へ』大和書房, 1985年。
夫を重ねた。また『｢反核」異論』を発表し, 左翼的姿勢の頽廃, 文学者の
翼賛会的運動を批判し, 論争を巻き起こした。資本主義は高度化し, 国家は
そのイデオロギー性, 共同幻想性を低下させ機能集団化しつつあり, 福祉国
家の見直しが始まり, 文化は重層化しサブ・カルチャーが表舞台に登場し,
家族が変容を開始した時代であった。国際的にもソ連のゴルバチョフによる
グラスノスチおよびペレストロイカの開始, チェルノブイリ原発事故, ポー
ランドなどでの社会主義社会の変革運動の盛り上がりがあり, そしてついに
80年代末には, ベルリンの壁崩壊とドイツ統一, ルーマニアのチャウシェス
ク独裁政権崩壊に顕著な例が示される社会主義社会の変革が激化するという
時代であった。
90年代になり吉本も60歳代後半になったが, 80年代後半に続いて多くの情
況分析を発表し続け執筆意欲に衰えは見られなかった18)。それまで無縁であ
ったマスメディア・ジャーナリズムにも時事的な批評, コメントが大量に掲
載されるようになった。青年読者向けの『僕ならこう考える』や『僕なら言
うぞ！』, あるいは老年期の課題に取り組んだ著作など, 自らの年齢と時代
に対応した思索の成果が, 出版社にとっても商品価値をもつようになったの
である19)。また『わが転向』を出版し20), 60年代以降の社会変化とそれへの
対応について自己総括を行い, 明確な立場を表明した。しかしながら, 60年
に創刊し, 第10号から単独編集となった雑誌『試行』は, 吉本自身の高齢化
のためもあって, ついに97年で終刊となった。また, 水難事故も重なり, 持
病も悪化し, 体力的には相当の衰えを見せ始めた。だからというだけでもな
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18) 80年代にも, たとえば共同通信社配信の「大衆文化現考」などの連載記事が地方
紙に掲載されていたが, 90年代に朝日新聞や各種雑誌への連載が顕著に増加した。
19) 『僕ならこう考える』青春出版社, 1997年｡『僕なら言うぞ！』青春出版社, 1999
年。
20）『わが「転向｣』文藝春秋, 1995年。ここには『文藝春秋』94年１月号掲載の「わ
が『転向』｣,『週刊プレイボーイ』94年11月掲載の「日本における革命の可能性｣,
『クレア』94年４月号掲載の「都市から文明の未来をさぐる｣, 92年から94年に
かけての共同通信社配信の「時代という現場」が収録されている。
いだろうが, この時期に急速に吉本研究が本格化してきた。もちろんそれま
でにも吉本論はまさに汗牛充棟, 筆者が所蔵しているものだけでも多数にの
ぼるが, この時期には単発的な研究だけではなく, 集合的な研究が登場して
来たのが特徴的である。代表的なものの一つは山本哲士を中心とする吉本隆
明研究会で, 継続的に吉本へのインタヴューをも実施し, 吉本の軌跡と業績
を全体的かつ徹底的に解明しようとする熱意にあふれた雑誌を継続的に刊行
している21)。さらに, 佐藤幹夫が主宰する同人雑誌『樹が陣営』を舞台に,
吉本論の単独著作をもつ小浜逸郎, 村瀬学, 橋爪大三郎らが参加し継続的に
展開している吉本研究も優れた成果を次々に上げている22)。
そして, 21世紀を迎えた。視力障害をかかえるようになった吉本は, 語り
本ないしインタヴュー本ではあるが, いまだにその独自の見解を世に問い続
けている。それだけではなく2002年に刊行された講演集『夏目漱石を読む』
では小林秀雄賞を授与された23)。それは90年代前半に行われた講演であるが,
作家論を行う吉本のいわば快楽が十二分に表出された, 漱石ファン吉本なら
ではの著作である。また, 2003年には『吉本隆明全詩集』も刊行され24), ２
万５千円という高額にもかかわらず売れ行きは好調のもようだ。かつての作
品の集成とはいえ, 読者に訴えかける力をいまだ保持していること, 吉本研
究の広がりと深まりの進展の証左であろう。
筆者は60年代の終わり, 69年４月に大学生となり, 大学封鎖の中での議論
に参加しつつ, 吉本の著作を初めて手にした。その前年の浪人時代に鶴見俊
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21) 吉本隆明研究会編『吉本隆明が語る戦後55年』全12巻, 三交社, 20003年。各巻
には吉本へのインタヴュー記録, 山本哲士の論稿などが収録。なお註８および14
も参照されたい。
22) 佐藤幹夫個人編集『樹が陣営』25号「総特集：吉本隆明という開放区」2003年７
月, に小浜逸郎, 村瀬学, 橋爪大三郎, 竹田青嗣らも執筆しており, 小浜はすで
に『吉本隆明』筑摩書房, 1999年を, 村瀬は『次の時代のための吉本隆明の読み
方』洋泉社, 2003年を出している。また, 橋爪は洋泉社新書として『永遠の吉本
隆明』を2003年11月に刊行した。
23) 『夏目漱石を読む』筑摩書房, 2002年。
24) 『吉本隆明全詩集』思潮社, 2003年。
輔の著作を読むようになり25), そこで推奨されていた吉本に関心をもち, ま
ず書店で勁草書房版『著作集』の政治思想の巻を購入し, たちまちその文章
の魅力と独特の内容に魅せられたのであった。一人の思想的関心をもつ青年
として, 大学紛争の中でどう振る舞うかを決めかね, 当時の世界や日本の情
勢の中でいかに立場を選び取るか考えあぐねているところに, 強烈で鮮明な
立場が示されたのであった。すなわち, 運動への劣等感や非参加の罪責感を
もつ必要など毛頭なく, 研鑽を積み自らの思想で世界を把握し自立せよとい
う指針である。そして『著作集』のほかの巻を読み進め, すでに出版されて
いた勁草書房版『言語にとって美とは何か』, そして河出書房版『共同幻想
論』, さらには71年に北洋社から刊行された『心的現象論序説』を, 一知半
解ながら読み進めたのであった。
筆者はそれらの著作に大きな影響を受け, 卒業論文「マルクス主義社会学
序説」は拙いながらも, 世界と向き合う個人が社会総体を認識するという視
点から, 前提的認識としての社会の基本的構成把握の方法と内容を展開した
ものであった26)。主体論, 行為論, 運動論, 構造論（幻想論), 資本主義の
評価, 社会主義社会の国家権力批判, 世界認識について, 吉本の影響はいつ
のまにか筆者に血肉化していったと思われる。しかし, それを社会学研究者
として反省的に検討したことはなかった。それを実践する力量が十分ではな
かったためである。しかし, 曲がりなりにも筆者がようやく達成した社会理
論的見地からすると, ようやく吉本の社会理論の全体像を把握できるように
なったと思われるため, ここに吉本による社会理論への貢献を明らかに出来
ると判断するに至ったのである。吉本のあらゆる著作が含蓄に富み, 多様な
分野での有用な見解が表明されているため, 本稿に続く筆者の吉本論の継続
は, 個々の著作についての一層丁寧な紹介と読解の深化を行いたいと考えて
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25) 鶴見俊輔の人と著作については, 原田達『鶴見俊輔と希望の社会学』世界思想社,
2002年に詳しい｡
26) 大阪大学文学部哲学科社会学専攻における1972年度卒業論文。
いるが, 本稿ではあくまで社会理論の基本的内容に対する吉本の貢献に限定
して整理しておきたい。
もとより, 吉本は大きな影響力を, 日本文化に及ぼしており, 社会学も例
外ではない。現代日本社会学の代表的な論客は, 批判的立場も含めてのこと
であるが, すべて吉本の影響下にあると言ってよいほどと思われる。たとえ
ば橋爪大三郎, 宮台真司, 大澤真幸らに代表される, いわゆる社会理論的な
業績と能力をも有する社会学者たちがそうだ27)。社会学者とよばれる人々の
大半は, 個別の専門分野に専念し, 一般的ないし全体的な議論を展開する人々
はそれほどいるわけではない。社会理論こそ社会学の起原であり本領でもあ
るのだが, 専門分化した現在ではそれは一つの分野領域となっている感が強
い。それでも社会理論家は存在し, 社会理論志向をもつ人々は, ほぼ例外な
く吉本理論の影響をうけているといって過言ではないだろう。
これまでの吉本論, 吉本研究は膨大な蓄積を示す。それらについての検討
もまた興味深い課題であるが, 繰り返すように本稿では, あくまで筆者がそ
の構成を明確にした社会理論に焦点を合わせつつ, そのような社会理論構築
への吉本の貢献を明らかにし, 吉本社会理論とでもいうべき基本的内容を明
らかにすることを目指す。従来の吉本論には見られない枠組み設定と論点の
整理を提示したい。そして, 本稿に続く連作拙稿において, ここで鮮明にし
た筆者の理解を基盤に, 滔々たる吉本研究の流れに参画したい。
第２節 社会学原論への貢献
社会理論は, 社会学の世界の中で, 一般的, 全体的, そして方法的という
３つの論点, 視点, 分野にかかわる。そのように社会理論を把握することこ
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27) 橋爪については註22参照。宮台真司「思想家としての倫理」『週刊朝日別冊小説
トリッパー2000年冬季号』所収。大澤真幸は『朝日新聞』2002年11月５日夕刊
「単眼複眼」によると, 2002年10月に東京工業大学で開催された「吉本隆明をめ
ぐるシンポジウム」(司会：橋爪大三郎）において, 本物のポストモダン論者と
いう評価軸を打ち出した。
そ, 社会学における社会理論研究の基本的視点である。一般的社会理論が原
論, 全体的社会理論が現代社会論, そして方法論は社会理論とは独自の領域
をもつが, 認識論的部分としては社会理論の重要な構成要素となる。本節で
は, 一般的社会理論と認識方法論の枠組みと基本的な論点について, 吉本社
会理論から獲得できる内容を体系的に整理してみよう。吉本自身は当然なが
ら社会学や社会理論にほとんど留意していないが, 筆者の準備した体系的枠
組みによって, 吉本社会理論を浮き彫りにできると考える。本稿では紙幅の
関係で, 大筋の骨格と要点の指摘のみにとどめざるをえないが, 今後の連作
では各論を詳細に展開したい。
社会学原論は, 一般的な社会理論である。一般的とは, いかなる社会現象
にも通底する社会の一般的な構成についての概念とその連関から成る枠組み
である。そこには社会学の基礎概念とよばれる概念群と, その体系的連関が
示される。そして, 概念群は行為主体すなわち人間, 行為, 相互行為ないし
社会関係, 集団・組織, 構造, 変動といった基礎概念を基軸に, 多様な概念
群が相互に関連づけられながら成立している28)。したがって, 社会学原論の
課題は, 個々の概念の選択, 概念の意味づけ, 概念間の関連づけを, いかに
適切に行うかにある。
まず人間主体論であるが, それは行為論でもある。行為とは何かを検討す
るとき, 行為の主体である人間について理論的考察は不可欠となる。そして,
人間の本質を, 自在に意味づけする存在として把握することこそ, 社会学原
論の不可欠の要素であり出発点となる。人間は, 自分自身を含めてあらゆる
対象について意味づけすることができる。意味づけすることができるために,
多くの対象をまさに対象として把握できるのである。意味づけられた自分自
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28) 日本の社会学において, 70年代半ばから安田三郎を中心とした塩原, 富永の世代
によって構築が本格化し, 80年代始めにほぼ確立され普及した。安田三郎編『原
典による社会学の歩み』講談社, 1974年。安田ほか編『基礎社会学』全５巻, 東
洋経済新報社, 1980・81年。塩原勉『社会学の理論Ⅰ』(放送大学テキスト）旺
文社, 1984年。富永『社会学原理』岩波書店, 1986年。
身は自己であり, 意味づける主体は自我である。自我はそれ自体をも反省的
に把握し, 意味づけることができ, いわば無限亢進的にそれは可能となる。
人間だけがそれを可能にしている29)。人間以外の動物は, 自己の本能的な範
囲内でのみ固有の意味づけを行い対象の把握を可能にするが, それは本能の
枠組みに規定されておりほとんど変化することはない。把握される対象も,
食の課題, すなわち食べることができるかどうか（あるいは逆に, 食べられ
てしまわないか）という個体維持の課題, そして性の課題, すなわち他者が
性の対象になりうるかどうかという種維持の課題, それら二大課題に限定さ
れた枠内でのみ対象化されるのである。以上のような他の動物と画然と区別
される人間の本質を, 吉本は明確に把握していたと言うことができる。
吉本は71年に刊行された『心的現象論序説』で, 自己関係づけと自己了解,
空間化と時間化, 原生的疎外と純粋疎外などの基礎概念を提示した30)。自分
自身をも対象化しうる, すなわち意味づけの対象となしうる存在が人間であ
り, それが空間的認識や時間的認識の基盤となっている。人間が他の動物と
異なるのは, まさに自分自身の対象化にある。自我と自己の分離である。か
といって他の動物に意味づけがないわけではない。原生的疎外と吉本がよぶ
ように, いかなる生命有機体もそうであるがゆえに環境と異和を生じる, す
なわちそれ独自の環境認識によって個体維持および種の維持のための課題を
達成するために活動せざるをえない。活動は環境との衝突でもある。そこに
異和が生じる。人間の場合は, そのような原生的疎外をさらに対象化する純
粋疎外, すなわち意味づけられた世界を対象化しうるのである。このような
重要な論点が吉本によって60年代に指摘されていたのであった。
71年に刊行された『情況』論文にも示されるように31), 対象の感覚, 知覚
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29) 意味づけの理論化において, この点を人間と動物の絶対的な差異として明確に記
述, 説明することが不可欠であることは意外に自覚されていない。
30) 『心的現象論序説』のうち特に42－142頁。
31) 『情況』河出書房新社, 1970年所収の「機能的論理の限界」｢機能的論理の位相」
｢機能的論理の彼岸」｡
は人間の内面で対象化されうる。それこそリフレクシヴィティが作動するの
だ。この人間主体の反省的, 自省的, 自己対象化的作用こそ人間の本質であ
り, 意味づける人間という把握は, そのようなリフレクシヴィティを構成的
に組み込んだものでなければならない。そして, そのような観点はＧ．Ｈ．
ミード以来社会学において彫琢されてきた視点であり32), 吉本において一層
鮮明に言語化されていることを知らねばならない。今日に至るも, 自己を意
味づけるという人間の本質的特性について曖昧な理解にとどまっていること
を考えると, 吉本の洞察力, 先見性は明らかである。
人間主体論の次に原論が整備すべきは, 社会形成論である。それは, 動物
的自然から, すなわち群れ社会から, 人間的な社会への変換をどうとらえる
かに要点がある。その契機として不可欠なのはインセスト・タブーである。
吉本は早くも64年の「性についての断章」において33), 性と人間と社会との
関連の本質を把握しえた｡『共同幻想論』における対幻想という視点の導入
と, 共同幻想, 対幻想の関連をめぐる議論の深化の過程で吉本は, インセス
ト・タブーが人間主体論, 社会形成論に対してもつ重要性を把握しえたのだ
と思われる。
インセスト・タブーを契機に人間以前の高等哺乳動物は人間になり, 動物
的群れは人間的社会となった。性的な意味づけとしてのインセスト・タブー
が可能になったということは, 人間はリフレクシヴィティ能力を発展させた
ということであり, そして女性の交換が必要になって始めて群れは自閉性を
解き, 群れ同士が交換関係によって連携した立体的な構成をもった社会の原
型が登場したのである34)。もちろん, 交換のみではなく, 闘争と殲滅, 闘争
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32) 社会学教科書の定番であるが, 註29でも指摘したように, その明確な理解は十分
ではないと言わねばならない。
33) ｢性についての断章」『吉本隆明全著作集４文学論Ⅰ』勁草書房, 1969年所収。初
出は64年｡
34) 構造主義的人類学の日本における代表的研究家でもある橋爪は, 吉本理論におけ
る人間像にインセスト・タブーは不要であるとされていると論じるのだが（『樹
が陣営』25号掲載の ｢＜吉本隆明というレッスン＞｣), 本稿の吉本理解はそれと
と連合, 闘争と支配服従, などを繰り返しつつ社会が形成され発展し, つい
に農業技術の進展と農業生産力の高まりとともにいわゆる古代的な, 伝統的
国家が成立するに至るのである。
伝統的国家は, 基本的に共同体の集積構造をもち, 支配的な共同体が交替
を繰り返しながらも長い歴史を生き抜いた。そして, 地理上の発見時代以来
のグローバル化, 経済の世界化とともに, 多様な共同性が激しく接触し火花
を散らし, より高次な共同性も求められるようになり, それが国民国家とし
て結実するに至ったのであった。このあとの展開は次節の現代社会論の領分
なのでそれに譲るが, 吉本はそのような歴史的な共同性の累積について明ら
かにすることこそ, 国家論ないし変革論の主要課題であると指摘し, 『共同
幻想論』を世に問うたのであった35)。
以上のように人間の本質論, 社会の起源論ないし形成論について, 吉本が
早くも60年代に問題を提起し, 見事な洞察を行っていたことは明らかである。
しかしそれだけではない。社会学原論のさらなる展開にも吉本は大きく貢献
している。相互行為論, 構造論, 変動論について順次見ていこう。
相互行為は４つの基本的次元によって構成されるというのが, 筆者が到達
した見地であり, それは意味づける人間, 資源動員する人間という２つの特
性によって成立する。すなわち意味の表現と解釈としてのコミュニケーショ
ン, 意味規則の動員の様式を規制する規範を適用するサンクション, そして
社会生活に有用な資源が相互に移動する交換, 資源を動員して自らの意味,
意図, 意思を実現しようとする（したがって他者と潜在的顕在的に対立状態
にならざるをえなくなる）コンフリクト, 以上の４次元である36)。
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は異なる。
35) 『共同幻想論』をはじめとして, 多数の講演や『試行』掲載の「情況への発言」
において積極的に共同幻想という概念や, 共同性の累積という概念を打ち出した。
36) 拙稿「相互行為の基本類型」『桃山学院大学社会学論集』20巻２号, 1986年。た
だしパワーを動員しあう相互行為をコントロール（ヒトとモノへの）としていた
が, その後エクスチェンジとコンフリクトとに区分し一層明確化した。
意味の表現と解釈としてのコミュニケーションについて, 吉本が洞察した
のは, 意味の伝達の不可能性であり, また,『言語にとって美とは何か』で
示された, 自己表出と指示表出という概念である37)。前者は, 人間のコミュ
ニケーションが誤解の可能性を基本にもっており, それでも表現しようとす
るところに人間的特性があることを指摘したものであり, 後者は, 相互行為
の基本的特性を言い当てている。指示表出は意味づけされた対象の認識とそ
の表現の側面であり, 自己表出は対象との関係それ自体についての意味の認
識とその表現であり, たんに言語表現にとどまらず行為一般, さらにはアイ
デンティティ論にも通じる議論となっているのである38)。
規範の適用による行為ないし表現の規制としてのサンクションについて,
共同規範としての言語という視点が有用である。言語は意味規則であるが,
意味規則の使用を規制する意味規則, すなわち規範を背景にもっている。潜
在的にあらゆる意味規則は, 規制的意味規則を背負っており, それが顕在化
するかどうかによって, たんに意味規則として人々に感じられるかどうかが
決まるのだ。意味規則として運用している言語が, 何らかの契機によって規
範として認識されるとき, 言語は対象化され変容していく可能性を孕むこと
になるのである。吉本は意味規則と規範の関連づけを明確に把握しており,
『共同幻想論』における宗教から法, そして国家へという展開においても規
範論が媒介的位置に置かれていた39)。
有用な資源の相互移転である交換については, 前述のインセスト・タブー
への洞察において, 社会形成の契機となる交換が含意されていたが, 90年代
に現代社会論を提示する際に, 贈与論が展開された40)。グローバル化した世
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37) 前掲の『言語にとって美とは何か』の第１章「言語の本質」に示されている。
38) 前掲の拙著『ギデンズの社会理論』の第４章「アイデンティティ・ポリティック
スの時代」を参照されたい。
39) 前掲の『共同幻想論』は11の論稿から成るが, 最後の「起源論」(国家の起源）
の前に「規範論」が置かれている。
40) 贈与論については,「消費資本主義の終焉から贈与価値論へ」吉本隆明・中田平
『ミシェル・フーコーと「共同幻想論｣』光芒社, 1999年所収。
界, 資本主義の新段階としての, いわば超資本主義の時代に, 吉本が贈与論
を提起するのは, 表面的には一方向的な資源の移動である贈与が, 深層的か
つ長期的には交換となり, たとえば世界規模での経済問題の解決にも資する
であろうと考えるからにほかならない。吉本が単純にアンチ・グローバル化
論者になることなく, 世界認識を着実に推進できるのは, 交換が人間社会の
本質的特性であり, また, 交換が贈与はもちろん収奪や詐取さえも包括する
広義の概念であることを洞察しているからなのである。
相互行為の４つめの側面であるコンフリクトは, 人々の目標達成に向けて
の資源動員が相互に入り組む社会の特性を把握した概念であり, コンフリク
トを通じて共同目標が形成され, あるいは共同目標が共同的なものとしてコ
ンフリクトを潜在化させてしまうという過程が内包されている41)。共同幻想
としての国家は, まさに共同目標の形成と遂行の主体として位置づけられて
おり, コンフリクトの本質的特性が吉本によって正確に認識されていること
を示している。また, 相互行為の４つの側面のうち, 全体を統轄するのは,
目標達成を目指す資源動員としての行為を基盤としたコンフリクトなのであ
るが, 吉本はミシェル・フーコーとの対談において42), フーコーの提起した
闘争すなわちコンフリクトの重要性に賛意を表しており, 相互行為における
コンフリクトの中心性もまた把握されていたと見なしえよう。
原論において, 相互行為論の次にくるのは構造論である。すでに述べて来
たように吉本の『共同幻想論』にまず構造論の骨子が示された。個人幻想,
対幻想, 共同幻想の三つの基本的幻想領域が設定され, そのような幻想領域
の起源を, とくに共同幻想の起源を, 日本社会の古代に探るという試みであ
った。現在でもその解読には定説がないように, きわめて難解な著作である
が, 前述のように社会形成論としても, また, 社会構造論としても読むこと
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41) このコンフリクトの定義は, それが政治を意味することを示している。拙著『ギ
デンズの社会理論』の第６章を参照されたい。
42) ミシェル・フーコーとの対談「世界認識の方法」は1979年に行われ,『世界認識
の方法』中央公論社, 1980年に収録されている。
ができる。多様な場, 異質な空間が重層的複合的に組合わさった社会の全体
像を分析する際の一つの視点として, 個人幻想, 対幻想, 共同幻想の三つの
基本的幻想領域の設定は有用であろう。吉本にはさらに『マス・イメージ論』
で提起された文化的構造論ともいうべき, 多様な表現の集積と, それを統御
する現在という作者を組み込んだ枠組みもあれば43),『超資本主義』などで
は, 国家と市民社会というオーソドックスな枠組みも活用している44)。さら
には, 段階論という特色ある視点も提示しており45), それらは具体的には現
代社会論の展開につながっていくものとして検討に値しよう。
構造の変動についてはどうか｡『共同幻想論』では, いわゆる経済的な下
部構造と, 上部構造たる幻想領域との相互自律的関係が設定される。社会の
経済的社会的領域と, 社会の政治的法的秩序を支える幻想領域とは, 必然的
な結び付きをもたず, いわば恣意的に結び付く。産業社会に前近代的イデオ
ロギーによる支配体制が組み合わされることすらある, というのである。幻
想領域には, 個々の社会において固有の共同性の累積があり, その上部構造
を構成している。吉本はさらに現在の変動についても多くを語っているが,
それは次節でみる現代社会論の内容をなすものである。
なお, 構造と行為ないし相互行為との相互規定性, 行為の条件でもあり帰
結でもある構造という観点は, ギデンズによって構造化と名づけられたので
あり46), 原論においても不可欠な視点である。まさに, 行為は自由意思にも
とづくものでありながら, 諸条件に制約され不自由でもある。吉本が50年代
半ばの「マチウ書試論」で提示した関係の絶対性という視点は, 構造の規定
性と主体の自由との矛盾を指摘したものであった47)。もちろん, その指摘に
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43) 『マス・イメージ論』福武書店, 1984年。
44) 『超資本主義』徳間書店, 1995年。
45) 段階論は『アフリカ的段階について─史観の拡張─』試行社, 1997年に特徴的な
議論である。
46) 拙著『ギデンズの社会理論』八千代出版, 1998年。
47) ｢マチウ書試論」は1954年から55年にかけて執筆され, 部分的に雑誌掲載もあっ
たようだが, まとまったものとして『芸術的抵抗と挫折』未来社, 1959年に収録
よって吉本は, 自由への強烈な欲求を表現している。ラディカル・リベラリ
ストとしての吉本の本領が, 早くもそこに示されていたのだった。
以上で, 人間主体論, 社会形成論, 相互行為論, 構造論, 変動論という社
会学原論を構成する領域について, 吉本がいかなる理論的貢献をなしえてい
るかを, ごく簡潔に示して来たが, 最後に社会理論として欠かせない方法的
な問題, および古典的社会学者との関連の問題について触れておき, 今後の
展開への布石としたい。
第１に, 機能主義批判がある。それは『情況』に収録されている一連の論
稿に示されており48), 共同規範としての言語と個人幻想との関連, 心的現象
論で示した純粋疎外という視点, 幻想領域が含有する異質な空間, といった
論点において機能主義のもつ平面的な社会観, 人間観, 行為観が批判されて
いる。
第２に, 重層的非決定という方法論がある49)。それは構造論であるととも
に方法論でもあり, 多様な場の複合し重層する社会的現実を把握するととも
に, それら複合し重層するいかなる対象にも, それぞれの個性に対応した固
有の認識方法で取り組むという立場の表明であった。
第３に, 詩的な方法ということが言われる。認識の方法や視点において,
原理的に, 思想的に語る吉本には, 詩人の魂が見られる。吉本は本来は出発
点において詩人であり, 自らもそう語っている。2003年に刊行された『全詩
集』の圧倒的な質量, そこに貫かれている厳しい倫理と論理は高く評価され
ている。最新詩集であった『言葉からの触手』には, 優れた思想の言葉がそ
のまま優れた詩となってしまう局面が端的に示されているし50), すべての学
の「以前にあるもの」がつめこまれているのである51)。
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48) 註31の機能主義批判の論稿を参照されたい。
49) 『重層的な非決定へ』大和書房, 1985年。
50) 高橋源一郎の書評｡『朝日新聞』2003年９月21日号。なお『言葉からの触手』は,
80年代後半に雑誌『文藝』に連載され, 89年に河出書房新社より刊行された。
なお, 古典的な社会学者たちと吉本との方法的視点の関連ということでは,
橋爪大三郎が共同幻想と集合表象という点でデュルケムとの類似を52), 村瀬
学が多面性や総合性, あるいはまた関係論という方法的視点にジンメルとの
類似を53), それぞれ見ていることを指摘するにとどめ, その検証は今後の課
題としたい。
第３節 現代社会論への貢献
戦争で死を覚悟したものの, 理科系大学生として徴兵免除となり, 国内工
場に動員されている最中に敗戦の報を受けた吉本は, 一人の文学青年として
自らの生き方を探究するなかで, 社会についての認識を深めて行く。吉本は
戦後日本社会のありかたをめぐる対立闘争に参加し, 国家権力への対抗と同
時に, 日本共産党を中心とする反体制運動にも批判的な立場を選び取った。
獄中にあったがゆえに非転向左翼として正統性を誇示する党指導部や, 戦争
協力の過去を反省的に検討することなく左翼であることによって免罪される
と錯覚した運動家や文学者を, 吉本は徹底的に批判し, とくに文学者の戦争
責任論の展開のなかから, 社会総体のヴィジョンの把握なしに文学はできな
いという見地に到達する｡『転向論』において, たんに文学者にとどまらず,
運動家や思想家においても, 社会総体のビジョンをつかまえそこねたならば,
立場が一貫していようとなかろうと失格であると判定し, たとえ転向とみえ
ても変化する社会総体をたえず把握すべく格闘を行いつつ, 自己反省的に自
らの立場を明示することができれば, 社会総体のビジョンをつかみそこねた
ため立場を変えることができなかったにすぎない非転向より優位に立つとい
う鮮やかな視点を提示したのであった54)。
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51）中沢新一の発言｡『日本経済新聞』2003年９月28日号収録の「文壇往来」にそれ
が紹介されている。
52) 橋爪大三郎『永遠の吉本隆明』洋泉社, 2003年, 61頁。
53）村瀬学『次の時代のための吉本隆明の読み方』洋泉社, 2003年。
社会総体のビジョンの把握を目指すことこそ, まさに社会学の初心であっ
た。古典的社会学者は, その生きた時代に進行中の近代化というメガトレン
ドを基軸に, 社会の全体的把握を目指した。このマクロな全体的な社会理論
こそ, 言葉の本当の意味での現代社会論なのである55)。吉本もまた, 常に時
代の変動に対応し認識を組み立ててきたといえよう。ここでは戦後日本社会
に登場した, それぞれの時代に対応して構築された現代社会論の諸類型に即
しつつ, 吉本による現代社会論への貢献について明らかにしよう。
戦後日本社会がまず目指したのは民主化であり, 市民社会の実現であった。
市民社会論は民主化を中心トレンドとする全体的社会把握であり, 政治的,
経済的, 社会生活的, 文化的民主化を内包していた。同時に, 真の市民社会
の実現には社会主義化しかないという社会主義社会論も同時に成立していた。
しかし, 吉本は日本社会の現実を踏まえていない, たんに西欧市民社会を理
念的モデルとする市民社会論に対しても, 革命的空語にすぎない社会主義へ
の道に対しても, 激しく敵対した。国家との対抗なしに市民社会は成立しえ
ないし, 日本社会の現実を十分に把握していない前衛主義の左翼運動には革
命など到底不可能だと, 吉本は主張したのであった56)。この時期の吉本は,
ラディカル・リベラリストとしての本領を発揮し, 国家権力と独占資本の支
配する体制への徹底的な抵抗を提唱するとともに, 日本共産党とその追従者
としての市民主義者に厳しい評価を与えていた。
民主化を主導していた占領軍総司令部は, 中国内戦が共産党の勝利に終わ
り, 朝鮮戦争が勃発するといった事態に, 急速に右傾化していった。国家権
力による経済復興に主眼が置かれ, 反共の防波堤としての日本国家の再建が
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54) ｢転向論」『現代批評』第１巻第１号, 1958年。後に『芸術的抵抗と挫折』未来社,
1959年に収録され, また『吉本隆明全著作集13政治思想評論集』勁草書房, 1969
年に収録された。
55) 拙稿「現代社会論の基本問題」『桃山学院大学社会学論集』27巻１号, 1993年。
56) 註７の著作に収録されているものを参照されたい｡『吉本隆明全著作集』勁草書
房の所定テーマ領域の各巻にも収録。
優先されるようになった。そのような時代に, 大衆社会論が登場した。権力
エリートによる大衆支配を告発する危機の大衆社会論とともに, 曲がりなり
にも進行した民主化と急速な経済復興によって政治的および経済的に大衆の
力量が増大したことを評価する大衆社会論もまた現れたのである。吉本は大
衆の原像を繰り込んだ思想形成を提唱し, 大衆を見下す知識人運動の理念を
批判し57), 大衆ナショナリズムを分析し大衆意識の把握に努め58), 国家権力
への対抗運動への参加を, 反日共系全学連との共闘というかたちで行った。
吉本の大衆への信頼, 大衆という存在を組み込んだ社会像は一貫性をもって
その後も持続されたのである。
60年の日米安保改定をめぐる闘争が終焉するとともに, 産業化を中心トレ
ンドとする産業社会論が主流となった。実際に高度経済成長が進展し, 日本
社会は豊かな社会に向けて変容していった。国際的にも東西冷戦と裏腹に平
和共存路線が推進され, 左翼運動は体制内の存在に矮小化される傾向にあっ
た。それに飽き足らない新左翼運動が活性化し, おりしも勃発した中国文化
大革命が日本の左翼運動に大きな影響力をもったが, 吉本はそれが硬直した
スターリン主義と柔軟なスターリン主義の国家権力をめぐる闘争であって,
革命運動に無関係であることを早くから洞察していた59)。吉本は産業社会に
対応できない左翼運動に厳しい評価を与え, 思想的理論的な修練を自ら実践
した。吉本は左翼運動がもはや終焉を迎えたと判定し, いわば幻想の砦に拠
って思想的理論的の修練を蓄積する時期が来たと考えたのである。
60年代後半に, 戦後日本社会における左翼運動の最後の抵抗とも言うべき
青年反乱, 大学紛争の時代が訪れた。それに対応する現代社会論が, 過剰管
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57) 吉本の「大衆の原像」という概念は吉本論の中心テーマの１つである。小浜逸郎
『吉本隆明』筑摩書房, 1999年にも批判的立場からではあるが, きわめて丁寧な
議論が展開されている。
58) ｢日本のナショナリズムについて」『思想』454号, 1962年所収｡「日本のナショナ
リズム」『現代日本思想体系４ナショナリズム』筑摩書房, 1964年所収。いずれ
も『吉本隆明全著作集13政治思想評論集』勁草書房, 1969年に収録された。
59) 『吉本隆明全著作集13政治思想評論集』勁草書房, 1969年所収の諸論稿。
理化, すなわちソフトな管理化や自発的服従を告発する管理社会論であった。
それは, 危機としての大衆社会論のニューバージョンともいうべきものであ
り, 剥き出しの権力による支配ではなく, 見えない権力による高度な管理社
会の成立を洞察し, それに抵抗することを呼びかける立場だった。吉本はそ
のような左翼運動の有力なイデオローグと見なされたが, 吉本の左翼運動批
判, 進歩的市民主義批判は厳しいものがあった60)。この時期に吉本は, 高度
産業化による社会構造の変容を洞察し, 社会総体のビジョンを変換し始めた
と思われる。
高度経済成長が終わり, 安定成長に移行し, 高度産業社会へと日本社会は
変容していった。70年代になって, 脱産業社会論, 消費社会論, 情報社会論,
世界社会論など多様な現代社会論が次々と登場して来たが, もはや一つの類
型で社会総体のビジョンを把握できる時代ではなくなった。産業化, 高度産
業化とともに, イデオロギー的思想的課題は重みをなくし, 浮き上がり, 消
滅していった。もっと広く長期的に見るならば, 資本主義と産業化の進展は,
いわゆる経済的下部構造を大きく変化させ, それにしたがって上部構造とも
言うべき意識, 文化, 政治, 思想の領域も激しく変容せざるをえなくなった
のだ。マルクスの指摘した下部構造とともに上部構造の変化が生じる, とい
う命題はこの時期にはおそらく成立したのかもしれない。そして, 吉本には
大衆である経済人, 技術者への信頼がある。大衆とはくだらぬ政治的イデオ
ロギーとは無縁の人々である。それらの人々が経済を運営し推進し, いつの
まにか社会を変革してしまったのだ。吉本がそのような大衆の原像に従うの
は当然というべきであろう。そういう意味では, 小熊が批判的に指摘するよ
うに61), 吉本は生活保守主義者にほかならないかもしれないが, 大衆の推進
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60) それは主として『試行』掲載の「情況への発言」によって行われた。
61) 小熊英二『＜民主＞と＜愛国＞』新曜社, 2002年の第14章「『公』の解体」が厳
しい吉本批判になっている。要するに吉本は, 戦争中のトラウマから戦後は自ら
の罪責感を刺激する権力や運動に過剰に批判的となり, 戦後日本の安定化ととも
に生活保守主義, 現実追随主義になってしまったというのである。
した資本主義こそ革命的なパワーを発揮したともいえるのである。
80年代になると, 吉本は本格的に現代社会論を次々に発表し始める。60年
代の原理論的な探究の時代にも, もちろん情況論は継続的に提示したのだが,
まとまった現代社会論は見られなかった。前述のように, 80年代初めに多様
な文化現象から「現在」の全体像に迫ろうとする『マス・イメージ論』や,
都市論も含めた社会分析・文化分析を進めた『ハイ・イメージ論』などが陸
続と公刊されるに至り, 高度消費社会のイデオローグと言われるほどになっ
たのである。そして90年代になってもその方向で吉本は現代社会論の構築を
推進した｡『私の「戦争論｣』62)や『わが転向』なども含めてグローバル化,
高度産業化, 消費社会化が進む現代日本社会の全体像や人々の生き方, 高齢
者論など実に多種多様な議論を展開して今に至っている。
以上, 時系列的に戦後日本の現代社会論の類型展開史に即して, 吉本の見
解の要点をまとめてみた。このように吉本は時代の変化に対応し, 常に「現
在」と正面から取り組み, 社会総体のヴィジョンを組み替えてきたことがわ
かる。50年代の新左翼運動に影響を与えた情況論, 運動論, 思想論から考え
ると, 吉本は社会変革の志しを失い, 消費社会に耽溺する現実追随主義者と
見えるかもしれない。80年代からの吉本の現代社会論は, 高度消費社会論で
あり脱産業社会論であり, また, 社会構想としては「開かれた国家」という
方向を見据えている63)。ようするに自律的な市民が構成する高度な市民社会
にほかならず, これこそ社会学的な現代社会論の到達点でもある。
半世紀以上にわたる戦後日本社会の変動は, 吉本にとって何であったのか。
天皇制国家の呪縛からの解放は, 『共同幻想論』や『南島論』によって天皇
制の起源論の追究で思想的理論的に実践されたが64), 産業化の高度化が天皇
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62) 『私の「戦争論｣』(田近伸和によるインタヴュー記録）ぶんか社, 1999年。
63) たとえば『大情況論』弓立社, 1992年所収の論稿など。
64) 吉本の天皇制論は多数あり, それらは『＜信＞の構造(３)全天皇制・宗教論集成』
春秋社, 1989年に収録されている。なお,「南島論」は1970年の講演録で,『敗北
の構造』弓立社, 1972年に収録された。
制の基盤である農業の占める位置を周辺化することによって, もはやイデオ
ロギー的パワーの復活はありえないまでになった。一方, 高度産業化を成し
遂げた資本主義が, 実際には不断に革命を推進する原動力であることが徐々
に明らかになった。吉本が50年代後半から60年代にかけて反抗した国家独占
資本主義は, 高度経済成長の過程で大衆誌本主義に変容し, 吉本が『超資本
主義』と称するまでに高度化した。天皇制国家にしろ国家独占資本主義にし
ろ, 資本主義それ自体の変容が, そしてそれに巻き込まれつつそれを推進し
た大衆的パワーが, 結果的に革命を起こしたのである。戦後日本の反体制運
動は, そのような革命にはほとんど貢献しえなかったと言わざるをえない。
吉本は, たしかに50年代後半の一時期に左翼運動の理論家, 思想家と見な
されたこともあったが, 実のところ一貫して運動には批判的立場をとってき
た。前衛を称する党の運動, 反体制知識人ないし進歩的知識人, 市民運動な
どにほとんど価値を認めていない。運動論がない, 変革への主体的行為への
道筋がでてこない, という吉本批判が多いのも当然である。公を装う思想,
党派の思想に吉本は特に苛酷な批判を浴びせた｡『｢反核」異論』での正義に
群がる文学者, 評論家への苛烈な批判はその代表例である65)。社会主義社会
にも幻想を抱いたことはなかった。吉本はまさにラディカル・リベラリスト
であり, 国家権力には対抗するが, 大衆資本主義にはむしろ親和的だったの
であり, 公の倫理を偽装し人々を恫喝すること, 党派に同伴したり依存した
りすることを激しく嫌悪してきたのである。
現代社会の総体のビジョンを描くとき, 吉本にとって初期に提起された
「大衆の原像」はどうなったのだろうか。知識やイデオロギーとは無縁に生
き死にする人々の存在を繰り込んで社会総体のビジョンを描くことを吉本は
目指したが, 高度産業化社会の成立はイデオロギーの終焉であり, 実務的知
識隆盛の時代をもたらしたため,「大衆の原像」が普遍化した。したがって,
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65) 『｢反核」異論』深夜叢書社, 1982年。
吉本にとって現在の社会総体のビジョンを把握すれば, そこには当然「大衆
の原像」が繰り込まれうることになったと思われる。
以上のように, たしかに高度産業化は吉本にとって望ましい方向であり,
良い社会の実現でもあった。しかし, だからといって吉本が現代社会に何の
問題も見出さないといわけではない。最後に, 環境問題, 宗教問題, 戦争問
題に触れておこう。
吉本はエコロジー思想や運動にきわめて批判的である66)｡「エコロティズ
ム」という造語で環境主義の迷蒙性を指摘する。実際のところ, 地球環境は
危機に直面していると思われるが, 吉本は化学専攻のためもあり科学技術の
役割と可能性を重視し, 環境問題はいずれ技術的に解決できるという立場で
ある。したがって, 環境運動や反科学技術運動への評価はきわめて低い。と
くに奇妙な思い込みにたつ運動には苛酷なまでに批判的である。60年代の反
公害運動に対しても, 感情的で政治的な要素を指弾し, あくまで科学技術的
に問題を把握するべきことを主張していた67)。
現代社会論を構築する際に, 宗教をどう扱うかは難しい問題である。現代
日本社会においても, 国際的にも, 世俗化と脱世俗化という相反するトレン
ドが絡み合って進行している。大多数の人々が, 宗教的な原理主義, ファン
ダメンタリズムからは距離を置くようになったのが現代社会である。しかし,
宗教的パワーは無視しえない影響力を発揮している。90年代のオウム真理教
事件を契機に, 吉本の特異な宗教論, 運動論が顕在化し, それに対する批判
が多発し, 小浜逸郎のような吉本理論, 吉本思想から多くを学び自らの理論
思想を構築して来た優れた論者からも批判が出た68)。吉本はオウム真理教の
教祖の宗教家としての力量を評価しただけで, オウム真理教のテロ事件は一
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66) 吉本のエコロジー批判は多いが, たとえば『試行』67号, 1987年所収の「情況へ
の発言｣。
67) 反公害運動が政治的になる傾向についての批判は『試行』31号, 1970年所収で,
後に『詩的乾坤』国文社, 1974年に収録された「情況への発言｣, 原子力発電を
めぐってはたとえば註63の『｢反核」異論』に見られる。
切許容していないのだが, 運動の激突のなかで犠牲者がでるのは不可避的だ
と考えているためもあり, 多方面から非難されたのである。
吉本は絶対平和主義である。戦争責任論を展開した吉本の戦争反対の主張
は一貫している。憲法９条の非戦の思想こそ, 世界に誇るべきものだと考え
ている。では９・11テロ事件などにはどう対応すべきだと考えているのだろ
うか。テロ国家への介入や, 紛争国への介入についてはどうか。吉本は, 日
本が軍備を放棄し戦争を目標達成の手段として選ばないことを評価するため,
国際的な軍事協力はなすべきでないと考えている。紛争国の内戦などは当事
者に徹底的に行わせ, 当事者たちが妥協せざるをえなくなるまで待つべきだ
という, ある意味では特異な主張をしている69)。今後の検討を要するところ
だろう。
お わ り に
本稿は, 吉本隆明の著作群から, 現代社会学ないし社会理論が学びうる思
想的理論的業績, すなわち継承しうる社会理論的な論点ないし見地を, 体系
的に整理し簡潔に明示することを目指した。すでに述べたように, 吉本論は
厖大な量にのぼるが, 社会学の立場から吉本の著作内容を社会理論として体
系的にとらえたものは皆無である。もちろん, 多くの言及があり, 前述のよ
うに2003年にはいくつかの雑誌特集や単行本が吉本に焦点を合わせている。
すでに80歳になろうとしている吉本の達成点を現時点で確認しようとする本
格的な試みが出始めているのである。本稿もまた, 社会理論という確固たる
視点からのそのような試みの一つとして, 吉本研究にいささかなりとも貢献
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68）小浜逸郎『オウムと全共闘』草思社, 1995年。なお, 吉本が多くの批判を受ける
ことになったオウム真理教関係の論稿およびインタヴュー記事は『超資本主義』
徳間書店, 1995年に収録されている｡
69）この介入批判や「存在倫理」を巡る議論は, 吉本思想の解釈にとって難しい問題
である。前掲の雑誌『樹が陣営』25号の吉本特集でも, いくつかの論稿が存在倫
理について議論を展開している。
できよう。
本稿のなしえたのは, 社会理論を社会学原論と現代社会論の２つの基本的
構成部分から成るものと把握する筆者の立場から, それぞれの理論的骨格の
肉付けとして吉本の認識内容を生かしうる点を体系的に整理し明示したこと
である。まさに, 社会理論をそのように構成的に明確に把握することなしに
は, 断片的な把握はできても, 吉本隆明の社会理論を体系的に再構築し提示
することなどは到底不可能なのである。
もちろん逆に本稿は, 吉本の個々の著作の丁寧な読みという点では限界が
ある。含蓄豊かな個別著作には, ゆらぎも含めた多様な意味が満ちている。
社会学者では前述のように橋爪大三郎が本格的な作業を開始したが, 汲めど
も尽きぬものを吉本の著作群は内包しているのである。本稿では, あくまで
社会理論という視点から吉本の思想的理論的業績を把握しようとしたので,
個別具体的な多様な豊富な内容を, 社会学の発展のために継承する作業は今
後の課題として残されていることは確かである。大量な吉本論の検討も含め
て, 今後の連作の課題としたい。
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This paper is an introduction to social theory of Takaaki Yoshimoto, who is one
of the greatest men of thought in the post-war Japan. He has been publishing
many books, contents of which are literature, politics, psychology, philosophy,
history, sociology and poems. Although he is not professional sociologist, his
works can contribute to developing social theory, which includes general social
theory (theoretical sociology), total social theory (theories on modern society)
and sociological methodology. This paper aims to extract and arrange his social
theory through reading his works intensively.
First, his life-history is depicted in chronorogical order, or in each decade of
post-war Japan history.
Second, his general social theory is arranged on the base of a system of gen-
eral social theory, which I have constructed. At the same time, methodological
and epistemological problems are discussed.
Third, his theory on modern society is examined while referring to theories on
modern society in post-war Japan.
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